
　厚別区社会福祉協議会では、ボランティア活動を始めるきっかけを目的として、毎年「ボ
ランティア入門セミナー」を開催しています。
　令和7年12月9日に開催した今年度のセミナーは、「より身近に、気軽に」をテーマに、『人
生 100 年 楽しんだもん勝ちセミナー』と題して、厚別区役所保健福祉部との共催で実施し
ました。
　当日は、北海道医療大学非常勤講師の長
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さんを講師にお迎えし、人生 100 年時代
における地域とのかかわりや、ボランティア活動の意義について分かりやすくお話しいた
だき、活動は決して特別なことではなく、ハードルが高いものではないことを理解しまし
た。また、厚別区ボランティア連絡会会長の下
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さんからは、日頃の活動内容や思い
についての実践発表があり、参加者がボランティアをより具体的にイメージできました。
　今回は講話だけでなく、区内で活動している方に協力いただき、体験会も実施しました。
体験する中で交流も生まれ、活動へのお誘いもあり、その場でボランティア登録をされる
方もいらっしゃるなど、会場は終始、皆さんの熱量があふれるセミナーとなりました。

　また、このセミナーに関心を寄せた J:COM TV の取材も入り、後日、活動の様子が
放送され、多くの方に取り組みを知っていただけました。
　長谷川先生のおススメは「チョットソットボランティア」です。まずは自己満足と
言われてもチョットソット続けてみるのが、いずれは周りを、地域を変えていく力に
なるかもしれません。厚別区社会福祉協議会では皆さんの「チョット」やってみたい
気持ちを応援しています。一緒に「チョットソット」に取り組んでみませんか。

ボランティアをもっと身近に！
『�人生100年��
楽しんだもん勝ちセミナー』

活動のきっかけとしてリーフレットも作成しました！

ボランティアの皆さんに教えてもらいながら「折り紙」「けん玉」「ふまねっと」にチャレンジ！
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大雪だって笑顔で一掃！
高校生が除雪ボランティアで地域貢献

　厚別東地区各種団体交流会・まちづくり会議では、安心して暮らせる地域づくりの一つとして、北星学園大学附
属高等学校の協力により、年に1回、町内会の防災資機材庫や、独居高齢者宅の除雪をしています。昨シーズンは
雪が少なく中止となったこの活動ですが、今シーズンの降雪量は例年にない多さで、野球部の皆さんの力が大いに
発揮されました。

　活動日となった1月31日も厚別区には約30センチの降雪
がありました。大雪で視界も悪く、移動するための道路も狭
くなっていたことから、生徒の安全を優先するため活動範囲
は縮小することとなり、野球部の寮もある、もみじ台通り町
内会で除雪を実施することになりました。軽い雪とは言え、
膝くらいまで積もって
いる状況です。80代の
女性は「いつも自分で
なんとか雪かきしてい
るけれど、これくらい
積もると2時間くらい
はかかるわね」と少し

ため息交じりに話されていました。そこを野球部の皆さんがやりはじめると、
20分もかからないうちに、きれいに階段が見えるようになりました。女性
も「本当に助かりました。ありがたいです。」と喜びと安堵の表情でした。
　資機材庫前も、あっという間に除雪が完了です。「いつもグラウンドを除
雪しているから、それに比べたら楽ですよ」と笑顔の皆さん。予定していた
除雪箇所だけでなく、ご近所で除雪をしている高齢の方のところにも率先し
て手伝いに向かっていました。「自分たちにできることなら！」と楽しそうに
除雪をしている生徒の皆さんに、手伝ってもらい、さらには元気をもらえる
この活動。厚別東地区で、地域と学校がつながる大切な機会となっています。

学校前での出発式。いざ活動へ！

北星学園大学附属高等学校の、野球部やサッカー部の皆さんが除雪ボランティアをするこの活動は、札幌
市の「いい人、いい街＃まいにち金メダル」プロジェクトで『金メダリスト』に選ばれました！　今回の活
動の様子は、UHB（北海道文化放送）の番組でも紹介されました。内容はYouTubeでも公開されています。
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